
◆何ができるようになるか（教科・科目の目標）

〇観点別学習状況の評価の組み合わせと評定（概ね次の表のとおりとする）

◆何で学ぶか（教材等） ◆どのように学ぶか（授業方法、学習方法）

長期休業開け課題考査・実力考査・
プチテスト・小テスト、提出物

教科書：『詳説日本史』（山川出版社）

副教材：準拠プリント（教科担作成）

『新詳日本史』（浜島書店）
『詳説日本史スタンダードテスト』（山川出版社）
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評価の組み合わせ 評定

ＡＢＣ  BＢB　

ＢＢC　(ＡCＣ)
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ＡＡＡ

ＡＡＢ

ＡＢＢ　(ＡＡＣ)

5

4

ＣＣＣ

3 単位

地理歴史 履修学年 2 年

（科目名）

『チェック＆演習日本史』（数研出版）

評価方法 単元テスト・定期考査 単元テスト・定期考査

学科

（１）予習）事前に教科書を読み、準拠プリントを埋める。（２）授業最中）
教科担任は教科書内容を、準拠プリントに沿って説明する。生徒は理解する
（※文化物は、図説の写真で確認）。（３）復習）教科書を読み（※史・資
料、欄外まで）、準拠プリントで覚える。（教科書：理解、準拠プリント：定
着･･･併用。※文化物は、図説の写真で確認。 ）（４）各テスト対策）上記
（３）がメイン。それを通して理解・定着を完了した上で、小テスト・問題集
にて力試し。事後は解説を見て、教科書・準拠プリント・図説に立ち返りなが
らやり直し。

評価規準

我が国の歴史の展開に関わる諸事情
について、地理的条件や世界の歴史
と関連づけながら総合的にとらえて
理解するとともに、諸資料から我が
国の歴史に関する様々な情報を適切
かつ効果的に調べまとめる技能を身
につけるようにする。

我が国の歴史の展開に関わる事象の意味
や意義、伝統と文化の特色などを、時期
や年代、推移、比較、相互の関連や現在
とのつながりなどに着目して、概念など
を活用して多面的・多角的に考察した
り、歴史にみられる課題を把握し解決を
視野に入れて構想したり、考察、構想し
たことを効果的に説明したり、それらを
もとに議論したりする力を養う。

我が国の歴史の展開に関わる諸事情
について、よりよい社会の実現を視
野に課題を主体的に探究しょうとす
る態度を養うとともに、多面的・多
角的な考察や深い理解を通して涵養
される日本国民としての自覚、我が
国の歴史に対する愛情、他国や他国
の文化を尊重することの大切さにつ
いての自覚などを深める。

得点率観点別学習状況の評価

１００～７０Ａ

６９～４０Ｂ

３９～０Ｃ

教科名

社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル
化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を育成するこ
とを目指す。

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度

普通・フロンティア 科

日本史探究 単位数（週当たりの授業時数）



◆いつ、何を学ぶか（学習計画・内容）

１月

思考・判断・表現知識・技能
学習内容

評価方法

主体的態度

１学期単元テスト

１学期期末考査（単元）

２月

３月

第３章　律令国家の形成（４）

第４章　貴族政治の展開

第５章　院政と武士の躍進

第６章　武家政権の成立

７月

３

学

期

２

学

期

１

学

期

８月

９月

10月

11月

12月

６月

４月

５月

時期

提出物（歴総）

小テスト

第１章　日本のあけぼの

第２章　古墳とヤマト政権

提出物

小テスト

提出物

１学期単元テスト

１学期期末考査（単元）

第３章　律令国家の形成（１～３）

２学期期末考査（単元）

第７章　武家社会の成長（４）

第８章　近世の幕開け

第７章　武家社会の成長（１～３）

夏季課題考査（実
力・単元）

２学期単元テスト

夏季課題考査（実
力・単元）

２学期単元テスト

小テスト

小テスト

提出物

夏季課題考査
（実力・単元）

提出物

小テスト

２学期期末考査（単元）

小テスト

提出物

学年末考査（単元）

冬季課題考査（実
力・単元）

第９章　幕藩体制の成立と展開

提出物

小テスト

提出物

小テスト

冬季課題考査
（実力・単元）

冬季課題考査（実
力・単元）

学年末考査（単元）


